
台
帳
が
法
制
化
さ
れ
た
。

◉
意
見

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
て
、
借
り
手
を
決
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
が
、
農
地
の
基
盤

整
備
な
ど
を
行
っ
て
か
ら
、
貸
し
付
け

る
こ
と
が
必
要
だ
。

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
と
農
業
委
員
会
の

事
務
分
担
な
ど
、
課
題
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
橋
市
・
豊
川
市
農
業
委
員
会
と

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た

１
月
22
日
水
・
田
原
市
役
所

  

意
見
交
換
会
に
は
、
田
原
市
農
業
委
員

会
委
員
23
名
、
豊
橋
市
農
業
委
員
会
委
員

21
名
、
豊
川
市
農
業
委
員
会
委
員
４
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▪
農
業
委
員
会
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い

　

て
（
愛
知
県
農
業
会
議
農
政
課
長
）

①
農
業
委
員
会
委
員
統
一
選
挙
に
向
け
た

　

女
性
の
登
用
に
つ
い
て

　

現
在
、
愛
知
県
内
で
は
93
名
の
女
性
農

業
委
員
が
活
躍
し
て
い
る
。
今
年
は
統
一

選
挙
の
年
な
の
で
、
女
性
の
委
員
を
増
や

す
よ
う
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
欲
し

い
。

②
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る

　

法
律
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て

　

各
都
道
府
県
に
一
つ
ず
つ
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
を
設
立
し
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
利
用
集
積
、
あ
る
い
は
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
を
行
っ
て
い
く
。

③
遊
休
農
地
対
策
の
強
化
と
農
地
台
帳
な

　

ど
の
法
制
化
に
つ
い
て

　

農
地
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
遊
休
農

地
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
て
今
後
の
利
用

に
関
す
る
意
向
確
認
を
行
う
こ
と
や
、
農
地
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▪
農
業
用
燃
料
資
材
の
高
騰
対
策
に
つ
い

　

て
（
田
原
市
農
業
委
員
会
事
務
局
） 

　

農
林
水
産
省
の
燃
油
価
格
高
騰
緊
急
対

策
の
具
体
的
な
支
援
内
容
や
、
取
組
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ち
早
く
省
エ
ネ
設
備
を
導
入

し
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
田
原
市
農
業
委

員
か
ら
、
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
意
見

◦
当
初
は
今
の
よ
う
な
補
助
制
度
は
な
か

　

っ
た
。
先
進
的
な
取
り
組
み
は
、
国
の

　

補
助
制
度
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が

　

多
い
。

▪
農
業
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
に

　

つ
い
て （
豊
橋
市
農
業
委
員
会
事
務
局
） 

　

農
地
法
関
係
の
研
修
会
や
視
察
な
ど
の

活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
意
見

◦
田
原
市
の
農
業
委
員
は
、
農
地
関
係
の

審
査
事
務
が
多
く
、
な
か
な
か
研
修
な

ど
が
実
施
で
き
て
い
な
い
。

◦
農
業
振
興
を
図
る
上
で
、
東
三
河
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
こ
う

い
っ
た
意
見
交
換
会

は
、
重
要
な
研
修
の

一
つ
だ
。

◦
会
議
と
は
別
の
形
で
、

意
見
交
換
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。
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